
地域学校協働活動

サポーターの

地域学校協働活動推進のために



□ 「鍛ほめ福岡メソッド」

□ サポーターの心構え

～学校、児童生徒に対して、その他～

□ 活動するにあたって知っておくべきこと

①子どもとの接し方

②子どもの人権



・いろいろ試して解決したいと思う心やできないこ
とをできるようになりたいと思う心を「鍛えて」

福岡県独自の指導方法

・取組の結果や取り組んできた過程を「ほめて」

・「子どもの可能性」を伸ばす

鍛ほめ福岡メソッド



鍛ほめ福岡メソッド

・学ぶ意欲や自尊感情

・向上心やチャレンジ精神

「子どもの可能性」を伸ばす

・勤勉性や困難に立ち向かう心 等



【鍛える】
（2）《挑む活動》

【鍛える】
（1）《目標設定の活動》

【ほめる】
（3）《振り返る活動》

【仕組み】

【伸ばす】

鍛えて、褒めて、子どもの可能性を伸ばそう！



【仕組み】

【鍛える】
（1）《目標設定の活動》

指導者、子ども一人一人または
子ども同士のグループが、

やや困難な課題や目標を設定する

鍛えて、褒めて、子どもの可能性を伸ばそう！



【鍛える】
（2）《挑む活動》

子ども一人一人または
子ども同士のグループが、
周りの人から最小限の支援を
受けつつ自らの力で解決に挑む

【仕組み】
鍛えて、褒めて、子どもの可能性を伸ばそう！



鍛えて、褒めて、子どもの可能性を伸ばそう！

【仕組み】

【ほめる】
（3）《振り返る活動》

指導者が振り返りの場を設定し、
指導者または子ども同士が、
その頑張りをほめる、認める



主な活動と内容 指導上の留意点

1 目標設定の
活動

※子どもがチャレンジへの気持ちを高めること
ができるように、子どもの状況に応じて、モデ
ルを示したり、試しの活動を位置づけたり、こ
れまでの取組を振り返らせたりする。

2 挑む活動 子どもが主体的にチャレンジを続けることがで
きるように、発達段階や活動によって記録のさ
せ方を工夫したり、状況に応じて、目標を変更
させたりする。

3 振り返る活動 子どもが次の目標を設定することができるよう
に、これまでの活動を振り返らせ、チャレンジ
のプロセスと結果をつなげて評価し、自他の努
力の過程や心の成長等に気付かせる。

指導上の留意点



サポーターの心構え

 学校の教育方針を理解する。

 学校内のルールを遵守する。

 よく相談し合って、活動する。

 地域学校協働活動推進員を通して学校との情報共有をする。

（事前打合せ）

１ 学校に対して



サポーターの心構え

 ①分かりやすい言葉遣い（低・中・高・中学）

 ②公平な態度（知っている児童・生徒）

 ③人格を尊重し、ほめる意識

 ④子どもと共に学ぶ意識

 ⑤話の一貫性（感情で異ならない）

 ⑥体罰や必要以上の接触等は厳禁

２ 児童・生徒に対して



サポーターの心構え

□ 秘密を守る（個人情報）

□ 時間を守る（超過しない）

□ 来校時は事前連絡

（防犯上の観点からも）

３ その他



子どもとの接し方

② よりよく話を聞く

やる気

信頼関係

① 自己開示

③ よりよく伝える（アイ・メッセージ）



子どもとの接し方

笑顔で 明るく元気に

目線を合わせて

気持ちのよい挨拶①自己開示



子どもとの接し方

体を向け、
視線を合わせる

②よりよく話を聞く

相づち

最後まで

やわらかい表情

ふざけ・皮肉 ×

共感

話を膨らませる
（質問や感想）



子どもとの接し方

③よりよく伝える アイ・メッセージ

（あなたは）
早く、片付けなさい！

（わたしは）
早く片付くとうれしいな。

（あなたは）
何やっているの。

（わたしは）そんなこ
とは、してほしくない。



子どもの人権

すべての人が生まれながらに
持っている人間らしく生きるた
めに必要な、誰からも侵される
ことのない基本的な権利のこと

基本的人権



人権侵害を起こさないために必要なこと

① 正しく知る

② 意識化を図る

③ 行動化につなげる

子どもの人権



子どもの人権

個別の人権課題

同和問題、女性、子ども、
高齢者、障がいのある人、

外国人、HIV感染者・ハン
セン病患者等、犯罪者等、
インターネットによる人権

侵害、性的少数者 等

正しく知って、意識化・行動化



地域学校協働活動
支援スタッフさんの

地域学校協働活動推進のために
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